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１）渋滞長と通過時間の変化
○１回目の結果 （１０月２３日・晴）

・２４方向合計で約1.7ｋｍの渋滞が減少

社会実験の効果

※渋滞が緩和：最大渋滞長が100ｍ以上削減または最大通過時間が２分以上削減
※渋滞が悪化：最大渋滞長が100ｍ以上増加または最大通過時間が２分以上増加

信号のサイクル時間（概ね2分）を基準

新国道交差点

蛭根交差点

臨海十 字路交差点

茨 島交差点

牛島東交差点

600ｍ ⇒ 550ｍ
5分 ⇒ 4分

2 ,400ｍ ⇒ 1,450ｍ
10分 ⇒ 4分

2,400ｍ ⇒ 1 ,450ｍ
10分 ⇒ 4分

450ｍ ⇒ 350ｍ
4分 ⇒ 3分

450ｍ ⇒ 350ｍ
4分 ⇒ 3分

300ｍ ⇒ 200ｍ
2分 ⇒ 2分

300ｍ ⇒ 200ｍ
2分 ⇒ 2分

300ｍ ⇒ 250ｍ
3分 ⇒ 1分

300ｍ ⇒ 250ｍ
3分 ⇒ 1分

200ｍ ⇒ 200ｍ
3分 ⇒ 4分

250ｍ ⇒ 300ｍ
3分 ⇒ 4分

3,100ｍ ⇒ 2,600ｍ
25分 ⇒ 21分

3,1 00ｍ ⇒ 2 ,600ｍ
25分 ⇒ 21分

150ｍ ⇒ 100ｍ
2分 ⇒ 2分

400ｍ ⇒ 550ｍ
6分 ⇒ 8分

250ｍ ⇒ 250ｍ
4分 ⇒ 6分

50ｍ ⇒ 50ｍ
1分 ⇒ 2分

100ｍ ⇒ 100ｍ
2分 ⇒ 3分

200ｍ ⇒ 300ｍ
3分 ⇒ 4分

150ｍ ⇒ 150ｍ
5分 ⇒ 3分

150ｍ ⇒ 150ｍ
5分 ⇒ 3分

550ｍ ⇒ 400ｍ
3分 ⇒ 3分

550ｍ ⇒ 400ｍ
3分 ⇒ 3分

250ｍ ⇒ 250ｍ
1分 ⇒ 1分

350ｍ ⇒ 250ｍ
4分 ⇒ 2分

350ｍ ⇒ 250ｍ
4分 ⇒ 2分

300ｍ ⇒ 200ｍ
9分 ⇒ 8分

300ｍ ⇒ 200ｍ
9分 ⇒ 8分

300ｍ ⇒ 300ｍ
3分 ⇒ 2分

200ｍ ⇒ 250ｍ
4分 ⇒ 2分

200ｍ ⇒ 250ｍ
4分 ⇒ 2分

牛島駅入口交差点

古川添交差点

100ｍ ⇒ 150ｍ
1分 ⇒ 2分

50ｍ ⇒ 100ｍ
1分 ⇒ 1分

100ｍ ⇒ 150ｍ
1分 ⇒ 1分

＜全体の渋滞緩和効果＞

・７交差点の24方向で７：００～９：００
に発生した最大渋滞長

⇒実験前合計：11.10km
⇒実験中合計： 9.45km

（1.65km減少、約15％減少）

10/2（金）非実験時〔曇り〕

10/23（金）実験時 〔晴れ〕

10/2（金）非実験時〔曇り〕

10/23（金）実験時 〔晴れ〕

○○m ：最大渋滞長

○分 ：最大通過時間

：１０方向（約42％ ）

： ６方向（約25％）

： ５方向（約21％）

： ３方向（約12％）

合 計 ：２４方向

渋滞が緩和
渋滞が緩和

変化なし

渋滞が悪化

変化なし ※

※非実験時の最大渋滞長が100m以下のもの

：１０方向（約42％ ）

： ６方向（約25％）

： ５方向（約21％）

： ３方向（約12％）

合 計 ：２４方向

渋滞が緩和
渋滞が緩和

変化なし

渋滞が悪化

変化なし ※

※非実験時の最大渋滞長が100m以下のもの

参考：非実験 時の最大渋滞長 が
10 0m以下のものを除いた場合

：１０方向（約53％ ）

： ６方向（約31％）

： ３方向（約16％）

合 計 ：１９方向

渋滞が緩和渋滞が 緩和

変化なし

渋滞が悪化

参考：非実験 時の最大渋滞長 が
10 0m以下のものを除いた場合

：１０方向（約53％ ）

： ６方向（約31％）

： ３方向（約16％）

合 計 ：１９方向

渋滞が緩和渋滞が 緩和

変化なし

渋滞が悪化
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・２４方向合計で0.3ｋｍの渋滞が増加

○２回目の結果 （１１月１１日・雨）

※渋滞が緩和：最大渋滞長が100ｍ以上削減または最大通過時間が２分以上削減
※渋滞が悪化：最大渋滞長が100ｍ以上増加または最大通過時間が２分以上増加

信号のサイクル時間（概ね2分）を基準

新国道交差点

蛭根交差点

臨海十字路交差点

茨島交差点

牛島東交差点

11/10（火）非実験時 〔曇り〕

11/11（水）実験時 〔雨〕

800ｍ ⇒ 800ｍ
6分 ⇒ 10分

1,600ｍ ⇒ 1,000ｍ
6分 ⇒ 3分

1 ,600ｍ ⇒ 1,000ｍ
6分 ⇒ 3分

400ｍ ⇒ 350ｍ
3分 ⇒ 3分

300ｍ ⇒ 350ｍ
3分 ⇒ 4分

250ｍ ⇒ 200ｍ
3分 ⇒ 2分

150ｍ ⇒ 200ｍ
4分 ⇒ 6分

400ｍ ⇒ 300ｍ
5分 ⇒ 3分

400ｍ ⇒ 300ｍ
5分 ⇒ 3分

2,550ｍ ⇒ 3 ,100ｍ
23分 ⇒ 27分

150ｍ ⇒ 150ｍ
2分 ⇒ 2分

600ｍ ⇒ 750ｍ
7分 ⇒ 8分

100ｍ ⇒ 350ｍ
2分 ⇒ 3分

50ｍ ⇒ 50ｍ
2分 ⇒ 2分

150ｍ ⇒ 100ｍ
3分 ⇒ 5分

250ｍ ⇒ 200ｍ
2分 ⇒ 4分

150ｍ ⇒ 100ｍ
4分 ⇒ 3分

450ｍ ⇒ 550ｍ
3分 ⇒ 4分

250ｍ ⇒ 200ｍ
2分 ⇒ 2分

250ｍ ⇒ 300ｍ
5分 ⇒ 4分

300ｍ ⇒ 400ｍ
8分 ⇒ 11分

300ｍ ⇒ 300ｍ
2分 ⇒ 2分

200ｍ ⇒ 200ｍ
2分 ⇒ 2分

300ｍ ⇒ 150ｍ
4分 ⇒ 2分

300ｍ ⇒ 150ｍ
4分 ⇒ 2分

古川添交差点

100ｍ ⇒ 200ｍ
1分 ⇒ 1分

100ｍ ⇒ 150ｍ
1分 ⇒ 1分

牛島駅入口交差点

＜全体の渋滞緩和効果＞

・７交差点の24方向で７：００～９：００

に発生した最大渋滞長

⇒実験前合計：10.15km
⇒実験中合計：10.45km

（0.3km増加、約3％増加）

○○m ：最大渋滞長

○分 ：最大通過時間

参考：非実験時の最大渋滞長が

100m以下のものを除 いた場合

： ３方向（約16％）

： ９方向（約47％）

：１０方向（約53％）

合 計 ：１９方向

渋滞が緩和渋滞が緩和

変化なし

渋滞が悪化

参考：非実験時の最大渋滞長が

100m以下のものを除 いた場合

： ３方向（約16％）

： ９方向（約47％）

：１０方向（約53％）

合 計 ：１９方向

渋滞が緩和渋滞が緩和

変化なし

渋滞が悪化

： ３方向（約 12％）

： ９方向（約 38％）

： ２方向（約 8％）

：１０方向（約42％）

合 計 ：２４方向

※非実験時の最大渋滞長が100m以下のもの

変化なし

渋滞が悪化

変化なし※

渋滞が緩和渋滞が緩和 ： ３方向（約 12％）

： ９方向（約 38％）

： ２方向（約 8％）

：１０方向（約42％）

合 計 ：２４方向

※非実験時の最大渋滞長が100m以下のもの

変化なし

渋滞が悪化

変化なし※

渋滞が緩和渋滞が緩和
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実験日① 天候：晴れ

・時差通勤参加者の５５％が時間短縮

通勤時間が短縮した人の平均短縮時間は約９分
（時差通勤参加者全体では平均2.7分の短縮）

・ノーマイカーデー参加者は、平均8.4分増加

実験日②参加者の平均所要時間変化（単位：分）
平均所要時間
（実験日②）

平均所要時間
（普段）

所要時間差
（実験日①ｰ普段）

ノーマイカー 36.7 27.2 9.5
時差出勤 29.4 30.2 -0.8
不参加 25.8 25.7 0.1
計 31.5 28.4 3.1

実験日② 天候：雨

・時差通勤参加者の４６％が時間短縮

通勤時間が短縮した人の平均短縮時間は約８分
（時差通勤参加者全体では平均0.8分の短縮）

・ノーマイカーデー参加者は、平均9.5分の増加

※雨天時でも１０分以内に収まった

30分以上短縮
1%

20分以上短縮
3%

10分以上短縮
20%

5分以上短縮
27%

短縮

4%

同じ
28%

増加
17%

30分以上短縮

20分以上短縮

10分以上短縮

5分以上短縮

短縮

同じ

増加

▼実験日①時差出勤参加者の時間短縮状況 ▼実験日②時差出勤参加者の時間短縮状況

30分以上短縮
0%

20分以上短縮
2%

10分以上
短縮
16%

5分以上短縮
24%

短縮
4%

同じ
27%

増加
27%

30分以上短縮

20分以上短縮

10分以上短縮

5分以上短縮

短縮

同じ

増加

実験日①参加者の平均所要時間変化（単位：分）
平均所要時間
（実験日①）

平均所要時間
（普段）

所要時間差
（実験日①ｰ普段）

ノーマイカー 35.1 26.7 8.4
時差出勤 29.3 32.0 -2.7
不参加 26.3 26.3 0.0
計 32.1 28.7 3.4

２）通勤所要時間の変化
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10/2（金）：実験前

10/23（金）：実験中
（ｍ） 渋滞長の変化
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10/2（金）：実験前

10/23（金）：実験中

（分） 通過時間の変化

・最大渋滞長が５００ｍ削減（3,100m⇒2,600m：約16％減）

・7:30～8:20に交差点を通過した総交通量は67台減少、実験参加者による交通量は61台減少

《事例》 茨島交差点（大仙方面から流入する交通）

▼渋滞長の変化

（渋滞長・通過時間調査結果より）

0

200

400

600

800

7:00

～7:10

7:10

～7:20

7:20

～7:30

7:30

～7:40

7:40

～7:50

7:50

～8:00

8:00

～8:10

8:10

～8:20

8:20

～8:30

8:30

～8:40

8:40

～8:50

8:50

～9:00

10/2（金）：実験前

10/23（金）：実験中

（台/10分） 交差点通過交通量の変化

▼時間帯別にみた交差点通過交通量の変化 （全通過者）

（交差点方向別交通量調査結果より）最大渋滞長

５００ｍ削減

最大通過時間

４分短縮

▼交差点通過交通量の変化 （実験参加者）

0

10

20

30

40

7:00

～7:20

7:20

～7:40

7:40

～8:00

8:00

～8:20

8:20

～8:40

8:40

～9:00

10/23（金）：実験中

10/2（金）：実験前

（台/10分） 実験参加者による自動車交通量の変化

（アンケート調査結果をもとに推計）
※緑色枠：渋滞長減少時間帯 （実験中の渋滞長が、実験前より減少した時間帯）

▼通過時間の変化

至 山王

至 由利本荘

至

大
仙

至

能
代

51台

2台

119台

6台
計178台

実験参加者の通過交通量 7:00～9:00

（普段の通勤）

３）渋滞緩和効果

（台/２０分）

61台
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その他の主要交差点（能代方向から流入する交通）

実験参加者総交通量

３９台

減少

５６台

減少

１分短縮

（５分⇒４分）

５０ｍ削減
（600m⇒550m）

（約８％減）

新国道交差点

４４台

減少

１２５台

増加

５分短縮
（１０分⇒５分）

９５０ｍ削減
（2,400m⇒1,450m）

（約40％減）

蛭根交差点

３２台

減少

７７台

減少

１分短縮

（４分⇒３分）

１００ｍ削減
（450m⇒350m）

（約22％減）

臨海十字路

交差点

実験参加者の

交差点通過交通量（普段の通勤）

〔７：００～９：００〕

道路混雑時における

交差点通過交通量の変化

〔７：３０～８：２０〕
最大通過時間

の変化

最大渋滞長

の変化
交差点名

至 能代

至 大仙

至

秋
田
駅

至

由
利
本
荘

54台

70台

41台

61台

計226台

至 能代

至 大仙

至

寺
内

至

向
浜

6台

34台

46台

74台

計160台

至 能代

至 大仙

至

山
王

至

男
鹿

19台

11台

3台

75台

計108台
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ノーマイカーデー参加者約１３５０人分のＣＯ２排出削減量は 4,551kg-ＣＯ２

実験日① 約８００人 2,697kg-CO２ こまちスタジアム 約４９個分

実験日② 約５５０人 1,854kg-CO２ こまちスタジアム 約３３個分

4,551kg-CO2は『こまちスタジアム』のグラウンド

約８２個分の杉の木（＝約118,500本）が

１日あたりで吸収するＣＯ２量に相当
※CO2吸収量の季節変動は考慮していない

4,551kg-CO2は約１１７世帯が１日に使用する

平均電力使用量全てを太陽光発電で賄った場合の

ＣＯ２削減量に相当

※電力使用量の季節変動は考慮していない

※ アンケート調査結果等を基に推計した参加人数を利用

※ ノーマイカーデー参加者１，３５０の内訳 実験日① 約８００人 、 実験日② 約５５０人

※ 実験参加者の平均移動距離 ９．８ｋｍ

※ 自家用車を利用した場合の排出原単位 １７２g-CO2/人・km

４）ＣＯ２排出量削減効果
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■山王行き直通バス（秋田駅を経由しない）をPR
・ホームページ、チラシ等で直通バスをPR

・実験日①（10/23：晴れ）：利用者は普段と変わらない
・実験日②（11/11：雨天）は普段より34人（約40％）増加

■御所野発直通バスを増便
・朝1便、夕1便を増便して運行

・実験日朝①８人、 実験日②１６人

の利用にとどまる

■直通バスの認知度向上
■バス交通のサービスレベル向上
■ＴＤＭ実施日の利用促進方策

（アンケートの結果、参加の決め手となった広報について「自宅に届いた案内チラシ」が0.7％と低い）

▼増便した直通バス

バス施策の課題

▼実験参加者の路線バス利用状況

▼ 【直通バス】実験日と前後のバス利用者数（朝便）

▼バスを利用した実験参加者の地域別分布

１）山王行き直通バスの利用状況

【参考】実験参加者の路線バス利用状況（右図参照）

（個人アンケート結果より）

・実験参加者中123人（実験日①）が路線バスに転換

・北部、東部、南部各方面から分散利用

※アンケート結果より推計

※アンケート結果より推計

※秋田中央交通（株）資料

※実験参加者以外の利用者含む

南部地区に広報チラ シを配布し
たがバス利用が少なかった

南部地区に広報チラ シを配布し
たがバス利用が少なかった

実験日②120人
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21 35 19 25
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32 19

25 24
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23 21 23

27
8

16

0

20

40

60

80

100

120

140

10/16 （金） 10 /21（水） 10 /23（金） 11 /10（火） 11/11（水）

人御所野線（増便）

御所野線（直通）

二ツ屋福島線（直通）

大住・みなみ野団地線（直通）

茨島経由御野場団地線

普段より34人増加

８８人 普段平均86人
（人）

１２０人

実験日① 実験日②

▼実験参加 者の路線バス利用数
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160

普段 実験日①

10/23

実験日②

11/11

人 実験日①
123人増加

南部地区に広報チラ シを配布し
たがバス利用が少なかった

50人

30人

20人

10人

30人

増便バスと自転車施策の結果
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▼Bike ToWork参加者数の推移
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保戸野 寺内 八橋
【参考】自転車応援イベント

Bike To Work

・10月23日に同時開催し、
３会場(保戸野、八橋、寺内）

に計３４名が参加

▼Bike to Work
（保戸野ステーション）

▼サイクル＆ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ

①自転車活用施策とイベントの参加状況

③今後の自転車関連施策の方向

■サイクル＆バスライド
・10月23日から11月11日までの実験期間中、６箇所

のバス停脇に簡易駐輪スペ－スを確保

・御野場団地とニュータウン御野場の２箇所で数台
が利用

■無料貸出し自転車
・貸出し予定20台に対し貸出し実績は2台

■無料貸出し自転車の稼働やサイクル＆
バスライドの利用は低調 ■１回目の実験では、自転車への転換者が２３０人

と多いことから、自転車利用環境の改善が必要

■既に自転車通勤イベントとして定着している自転

車通勤応援イベント（Bike ｔo Work）や先発の他の
エコ通勤運動との連携による相乗効果

■簡易駐輪場や無料貸出しの利用は低調
継続実施は困難

②施策によって得られた効果

２）自転車活用施策と参加状況

※主催：ＮＰＯ（Bicycle Ecology Japan） ※ＮＰＯ（Bicycle Ecolog yJapan） 資料

▼実験日① 自転車通勤状況

若干増加

（御野場団地バス停）

▼実験日自転車利用者の変化

自転車利用者数の変化（人）
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２３０人増加

※アンケート結果より推計


